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いいね・チャンネル登録してニャン
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大野谷虫供養は、昭和58年に県の無形民俗文化財となり知多市と常滑市の
14カ村（村々）で400年以上行われている民間信仰です。
道場の当番は、12年で一巡し、卯年は西之口となっています。
農業や漁業で命を頂いた虫や小動物への供養を目的としています。

第33回常滑席上揮ごう大会が令和5年1月22日(日)、常滑市立常滑西小学校の屋内運動場
にて開催されました。
新型コロナウイルス感染症の影響により3年ぶりの開催でした。
128名の子供達が一意専心に筆を運ぶ姿は圧巻です。

行政視察報告特別号
他の自治体の先進的な取組を調査するため
各常任委員会が行政視察を行いました。
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経済建設委員会行政視察報告（令和 4 年 10 月 31 日～ 11 月 1 日）

　

登
別
市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
老
朽

化
し
た
危
険
家
屋
（
老
朽
危
険
家
屋
等
）

の
対
策
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
28
年
度
に
登
別
市
空
家
等
対
策
計

画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
４
年

３
月
に
は
登
別
市
空
家
等
対
策
計
画
を

改
定
し
、
対
策
の
更
な
る
推
進
を
図
り

ま
し
た
。

　

推
進
内
容
は
、
空
家
等
に
関
す
る
３

つ
の
課
題
（
空
家
等
の
増
加
、
空
家
等

の
発
生
要
因
、
空
家
等
の
利
活
用
）
に

対
す
る
施
策
で
す
。

　

ま
た
、
特
定
空
家
等
へ
の
対
応
で
は
、

法
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
や
所
有
者
支

援
と
し
て
除
却
費
用
の
一
部
の
補
助
、

関
係
団
体
と
連
携
し
財
産
管
理
人
制
度

の
活
用
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
や
地
域
等
と
の
協
同
・

連
携
を
図
り
総
合
的
な
対
策
へ
の
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
の
施
策
で
成
果
を
出
す
の
で
は

な
く
、
複
数
の
施
策
を
積
極
的
に
実
施

し
て
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

登
別
温
泉
は
、
近
隣
市
町
村
等
と
連

携
を
図
り
、
広
域
で
の
誘
客
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
登
別
市
・
白し
ら
お
い老
町
観
光
連
絡
協
議
会

は
多
様
な
観
光
地
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
に
設
立

②
北
海
道
登
別
洞と
う
や爺
広
域
観
光
圏
協
議

会
は
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
行
客
の
来

訪
及
び
滞
在
の
促
進
を
目
的
に
設
立

③
北
海
道
新
幹
線
×
n
i
t
t
a
n
地

域
戦
略
会
議
は
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

効
果
の
享
受
を
目
的
に
設
立

④
北
海
道
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
ド
推

進
協
議
会
は
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築
を
図

る
た
め
に
設
立

　

国
内
観
光
客
誘
致
の
取
組
で
は
、「
泊

食
分
離
」
を
基
本
と
し
た
民
族
共
生
象

徴
空
間
Ｐ
Ｒ
事
業
や
道
内
特
別
誘
致
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
観
光
客
誘
致
の
取
組
で
は
、

客
単
価
の
高
い
観
光
客
の
誘
致
を
課
題

に
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束

後
に
向
け
て
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の
対

応
な
ど
が
必
要
で
、
温
泉
を
生
か
し
た

観
光
施
策
を
計
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

室
蘭
市
は
、
令
和
４
年
は
人
口
ピ
ー

ク
時
の
半
数
以
下
の
約
７
万

8,000
人
と
な

り
、空
家
等
の
増
加
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
３
月
策
定
の
「
室
蘭
市
立

地
適
正
化
計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
は
室
蘭
駅
周

辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
等
で

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
駅
周
辺
で

道
外
・
市
外
・
市
内
の
広
域
交
流
の
促

進
や
商
店
街
の
魅
力
向
上
等
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
取
組
な
ど
で
、
賑
わ
い
の

再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
再
生
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
モ
デ
ル
都
市
に
な
っ
て
い
て
、
平
成

30
年
に
国
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
取
組
は
、
立
地
適
正
化
計

画
に
よ
る
居
住
地
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
の

推
進
や
公
共
施
設
の
集
約
に
よ
る
公
共

施
設
床
面
積
の
総
量
抑
制
で
す
。
他
に

も
、
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
「
ま

ち
プ
ロ
室
蘭
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
発
掘
・
遊
休
不
動
産
活
用
・
創

業
支
援
の
取
組
が
あ
り
、
賑
わ
い
づ
く

り
の
実
証
実
験
を
企
画
段
階
か
ら
市
民

有
志
主
体
で
進
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
効
果
は
、
空
き
店
舗
活
用
件
数

増
加
や
市
民
有
志
の
継
続
的
活
動
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
持
続
的
な
賑
わ
い

の
た
め
に
官
民
連
携
体
制
の
確
立
が
必

要
な
こ
と
で
す
。

北
海
道
登の

ぼ
り
べ
つ
し

別
市

①
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

②
外
国
人
観
光
客

　
　
　
　
　
誘
致
に
つ
い
て

北
海
道
室む

ろ
ら
ん
し

蘭
市

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
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文教厚生委員会行政視察報告（令和 4 年 11 月 14 日～ 11 月 15 日）

　

三
郷
市
が
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」

を
宣
言
し
た
の
は
平
成
25
年
３
月
で
し

た
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
５
か
年
計

画
で
「
第
二
次
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち

三
郷
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
日
本
一
」
を
単

に
貸
出
し
冊
数
を
増
や
す
こ
と
に
重
き

を
置
く
の
で
は
な
く
、
本
に
触
れ
る
機

会
を
大
切
に
し
、
三
郷
市
独
自
の
数
値

で
あ
る
「
読
書
密
度
」
の
上
昇
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
読
書
密
度
」
に
は
、

①
「
地
域
の
読
書
密
度
」

②
「
機
会
の
読
書
密
度
」

③
「
人
の
読
書
密
度
＝
本
と
市
民
を
つ

な
げ
る
人
の
数
」
が
あ
り
ま
す
。

③
は
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
、
子

ど
も
司
書
の
人
数
、
ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数
の
合
計
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
・
地
域
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
40
団
体　

441
名

・
図
書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
名

・
子
ど
も
司
書
120
名
（
令
和
４
年
度
11

期
生
27
名
を
含
む
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
含
ま
れ
る「
ふ

れ
あ
い
ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
養
成
講
座
を
実
施
、
令

和
４
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
郷
市
に
は
、
読
書
し
た
内

容
を
も
と
に
自
分
が
感
動
し
た
こ
と
を

文
章
や
絵
で
家
族
に
伝
え
る
、「
家う
ち
ど
く読
ゆ

う
び
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
作
品
募
集
に
は
北
海

道
か
ら
九
州
、
さ
ら
に
海
を
越
え
て
ギ

リ
シ
ャ
や
中
国
か
ら
、
１
万

7,000
通
を
超

え
る
応
募
が
あ
り
、「
読
書
密
度
」
を
盛

り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
電
子
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
市
民
の

読
書
機
会
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

著
名
な
作
家
を
招
い
た
文
学
講
演
会

の
開
催
や
、
秋
の
読
書
ま
つ
り
等
、
読

書
に
興
味
を
持
た
せ
る
事
業
も
途
切
れ

な
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
は
、
公
立
中

学
校
の
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
を
、

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

３
年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
し
て
、
で

き
る
限
り
早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
常
滑
市
で
も
段
階
的
な
地
域

移
行
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

白
岡
市
で
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
先

行
し
て
、
市
内
４
校
の
計
10
の
部
で
、

土
日
の
部
活
動
を
地
域
に
移
行
し
ま
し

た
。
場
所
は
平
日
に
利
用
し
て
い
る
校

内
の
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

　

指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
の
兼

職
兼
業
は
欠
か
せ
な
い
し
、
退
職
教
員

や
教
員
を
目
指
す
大
学
生
の
配
置
も
必

要
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
休
日
に
行
わ
れ
る
外
部
指
導

者
と
の
練
習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
平
日
の
部

活
動
に
取
り
入
れ
る
よ
う
顧
問
の
先
生

に
提
案
す
る
と
い
っ
た
、
よ
り
主
体
的

な
行
動
が
見
ら
れ
、
生
徒
が
想
像
以
上

に
「
地
域
移
行
」
に
順
応
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
、

市
、
国
か
ら
の
補
助
に
よ
り
、
個
人
の

負
担
金
は
無
い
よ
う
で
す
が
、
令
和
５

年
度
以
降
は
負
担
金
が
発
生
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
各
地
域
ご
と
に
、

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
す
べ
て

の
生
徒
が
等
し
く
部
活
動
を
行
え
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

埼
玉
県
三み

さ
と
し
郷
市

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
推
進

　
　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て

埼
玉
県
白し

ら
お
か
し

岡
市

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
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総務委員会行政視察報告（令和 5 年 1 月 17 日～ 18 日）

　

常
滑
市
で
は
策
定
さ
れ
て
い
な
い
環

境
基
本
計
画
（
第
１
次
）
を
平
成
20
年

３
月
に
策
定
、
平
成
30
年
６
月
に
は
第

２
次
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、「
一

人
ひ
と
り
が
輝
く 

環
境
共
生
都
市 

み

は
ら
」
を
望
ま
し
い
環
境
像
と
し
て
、

計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
の
中
に
は
、
５
つ
の

環
境
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
【
自
然
共
生
】
誇
る
べ
き
豊
か
な
自

然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

②
【
脱
炭
素
】
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

脱
炭
素
型
の
ま
ち
づ
く
り

③
【
循
環
】
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

す
る
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

④
【
安
全
・
安
心
・
快
適
】
快
適
で
う

る
お
い
の
あ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り

⑤
【
市
民
協
働
】
オ
ー
ル
三
原
で
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
」

　

環
境
に
配
慮
し
た
コ
ト
・
モ
ノ
を
選

ぶ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
生

活
の
中
で
の
脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
を

市
民
・
事
業
者
へ
周
知
・
啓
発
し
た
り
、

環
境
家
計
簿
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
見
え
る

化
し
て
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
推
進
事
業
で
は
、
市
民
・

事
業
者
が
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
を
積
極

的
に
行
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
「
家

庭
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
、
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）、
省
エ
ネ
最
適
化
診
断
の
受

診
費
」
へ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
脱
炭
素
化

の
取
組
と
し
て
、
平
成
19
年
３
月
か
ら

26
年
３
月
ま
で
に
３
中
学
校
・
３
小
学

校
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

常
滑
市
の
町
内
会
加
入
率
は
、
令
和

４
年
12
月
末
現
在

64.8
％
で
、
平
成
30
年

と
比
べ
て
4.9
％
の
減
少
で
す
。
町
内
会

は
、
地
域
の
安
全
安
心
、
環
境
美
化
、

情
報
提
供
な
ど
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
の

組
織
で
す
。

　

呉
市
で
は
、
28
地
域
す
べ
て
に
「
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
・
協
議
会
」
を
組
織

し
て
い
ま
す
。
構
成
団
体
は
、
自
治
会

だ
け
で
な
く
民
生
児
童
委
員
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
子
ど
も
会
な
ど
地
域
に
あ
る
組

織
や
市
民
公
益
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
で
す
。

　
「
ゆ
め
づ
く
り
地
域
協
働
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
平
成
20
年
か
ら
、「
住
民
自
治

を
促
進
す
る
基
本
ル
ー
ル
の
整
備
」「
市

民
公
務
員
の
育
成
」「
地
域
力
向
上
の

た
め
の
財
政
的
支
援
」「
地
域
力
向
上

の
た
め
の
活
動
拠
点
確
保
」「
地
域
力

向
上
の
た
め
の
人
材
育
成
」
の
５
つ
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
し
、
５
～
10
年
間
で
取
り
組
む

構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
ご
と
に
、自
由
に
使
え
る
「
ゆ

め
づ
く
り
地
域
交
付
金
」
の
交
付
や
活

動
拠
点
を
提
供
す
る
こ
と
で
各
種
団
体

が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
現
役
世
代
を
い
か
に
取
り

込
む
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
地

域
担
当
職
員
制
度
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
活
用
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
を
支
援
す
る

た
め
の
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
応
援
講
座
」

な
ど
の
人
材
の
発
掘
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

広
島
県
三み

は
ら
し

原
市

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　
　
　
後
の
取
組
に
つ
い
て

広
島
県
呉く

れ
し市

ゆ
め
づ
く
り
地
域
協
働

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て


